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さ
い
た
ま
市
法
友
会
と
の 

合
同
暑
気
払
い 

８
月
３
日
（
土
）
、
囲
坊
主
で
、
う

だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
さ
い
た
ま
市

法
友
会
と
の
合
同
暑
気
払
い
を
開

催
し
ま
し
た
。 

さ
い
た
ま
市
か
ら
は
、
山
口
会
長

を
は
じ
め
総
勢
９
名
の
方
々
が
、
川

越
か
ら
は
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

さ
い
た
ま
市
法
友
会
の
皆
さ
ん
に

は
、
暑
気
払
い
の
前
に
、
藤
田
の
案

内
で
、
一
番
街
や
時
の
鐘
、
菓
子
屋

横
丁
の
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

囲
坊
主
で
は
に
ぎ
や
か
に
、
楽
し

い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

締
め
は
、
い
つ
も
の
と
お
り
、
校
歌

で
す
。
校
歌
を
歌
う
と
き
は
、
常
に

学
生
時
代
に
戻
り
ま
す
。 

川
越
ま
つ
り
法
友
会
ブ
ー
ス 

10
月

19
・
20
日
で
行
わ
れ
た
川
越

ま
つ
り
で
、
札
ノ
辻
交
差
点
近
く
の

「
バ
ー
・
ル
ゼ
ッ
ク
」
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

川
越
法
友
会
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。 こ

れ
は
、
校
友
同
士
の
交
流
と
会

員
拡
大
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
栗
原
さ
ん
、

柿
森
さ
ん
、
金
田
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

70
名
を
超
え
る
校
友
が
訪
れ
て
く

れ
ま
し
た
。 

祭
ば
や
し
を
肴
に
母
校
に
思
い
を

は
せ
る
の
も
、
な
か
な
か
粋
な
も
の
で

す
。
来
年
も
設
置
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
校
友
の
皆
さ
ま
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

 

令
和
７
年
新
年
会 

川
越
法
友
会
令
和
７
年
新
年
会

を
、
２
月

１６
日
（
日
）
１５
時
か
ら
、

本
川
越
駅
近
く
の
香
港
菜
館
で
開

催
し
ま
す
。 

 

大
勢
の
皆
さ
ま
と
新
春
を
寿
ぎ
、

お
い
し
い
中
華
料
理
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
方
法

等
の
ご
案
内
は
、
別
途
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

今
年
は
、
校
友
会
の
田
中
副
会

長
が
お
い
で
に
な
り
、
校
友
会
本
部

の
状
況
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
楽
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
検
討
中

で
す
。 

令
和
７
年
度
総
会 

令
和
７
年
度
（
第

３０
回
）
の
総
会

は
、
６
月
１
日
（
日
）
１５
時
か
ら
、
ラ

ボ
ア
ラ
ク
テ
（
昨
年
と
同
じ
会
場
）
で

開
催
予
定
で
す
。 

ぜ
ひ
、
予
定
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。 

議
題
は
、
事
業
報
告
・
決
算
、
役

員
改
選
、
事
業
計
画
、
予
算
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 
令和６年新年会の様子  



 

真
行
寺
を
訪
ね
て
（
そ
の
４
） 

真
行
尼
が
川
島
郷
虫
塚
村
の
庵

を
閉
じ
、
川
越
の
北
の
宿
場
外
れ
に

新
し
い
庵
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
庵

者
が
後
に
真
行
寺
に
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。 

川
越
の
街
外
れ
に
一
寺
を
建
て
る

に
つ
け
、
岩
崎
兵
庫
の

働
き
が
一
番
大
き
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

同

家

は
代

々
寺

の
筆

頭
総
代
を
勤
め
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
な
り
、

こ
の
岩
崎
家
か
ら
岩
崎

桃
助
と
い
う
青
年
が
出

ま
し
た
。
こ
の
青
年
は

後
に
慶

応

義

塾

の
創

立
者
福
沢
諭
吉
の
娘

婿
と
な
っ
た
福
沢
桃
助

で
あ
り
ま
す
。 

長
篠
の
合
戦
に
於
い

て
、
甲
州
軍
団
が
大
敗

北
し
た
の
を
真
行
尼
が

知
っ
た
の
は
天
正
三
年

の
夏
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
甲
斐
源
氏
の
血
筋

は
勝
頼
の
側
室
と
の
間

に
生

ま
れ
た
次

郎

靖

清
で
あ
り
ま
す
。 

靖
清
の
母
は
商
家
の
出
で
、
武
田

家
が
滅
亡
す
る
一
月
前
に
母
の
住
む

町
家
へ
移
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
甲
斐

源
氏
の
世
継
ぎ
が
絶
え
る
こ
と
を
心

配
し
て
、
母
の
叔
父
の
店
に
丁
稚
奉

公
に
上
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

武
田
氏
が
滅
亡
し
た
の
は
天
正

十
年
で
あ
り
ま
す
。
甲
州
か
ら
や
っ

て
き
た
旅
の
商
人
か
ら
勝
頼
の
次
男

靖
清
が
古
府
の
呉
服
屋
で
丁
稚
奉

公
を
し
て
い
る
と
真
行
尼
は
き
き
ま

し
た
。
甲
斐
源
氏
の
血
筋
を
絶
や
し

た
く
な
い
と
考
え
た
真
行
尼
は
、
靖

清
を
引
き
取
る
こ
と
を
決
心
し
、
自

分
に
仕
え
て
い
る
清
月
尼
と
寺
男
の

茂
平
が
靖
清
を
迎
え
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

清
月
尼
は
棲
雲
寺
の
下
手
に
あ

る
田
野
の
里
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
こ
こ

は
、
こ
の
年
の
三
月
、
大
将
勝
頼
公
、

そ
の
夫
人
小
田
原
御
前
、
長
男
信

勝
公
が
従
者
五
十
余
人
と
共
に
自

害
し
て
果
て
た
所
で
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
地
を
訪
れ
て
弔
う
こ
と
は
、
庵

主
さ
ま
の
意
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
天
目
山

棲
雲
寺
へ
立
ち
寄
っ
た
後
、
勝
沼
の

大
善
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
善
寺

に
は
理
慶
尼
が
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
理
慶
尼
は
、
信
玄
公
や
真
行
尼

と
は
従
妹
の
仲
で
勝
頼
公
の
乳
母
も

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

翌
日
の
朝
、
清
月
尼
一
行
は
、
大

善
寺
の
初
老
の
僧
の
案
内
で
呉
服
屋

に
む
か
い
ま
し
た
。 

呉
服
屋
の
主
人
と
の
話
で
次
郎

靖
清
を
真
行
寺
で
貰
い
受
け
る
こ
と

は
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

（
続
く
） 

（
71
経
済 

吉
川
泰
夫
） 

 

新
入
会
員
紹
介 

金
田
友
記
さ
ん
（
01
経
済
） 

１
９
７
６
年 

川
越
市
郭
町
生
ま
れ 

氷
川
町
育
ち 

 

 

川
越
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園⇨

川
越
小

学
校⇨

川
越
初
雁
中
学
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川
越

南
高
校⇨

法
政
大
学⇨

北
京
語
言

大
学⇨

Ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｙ
株
式
会
社

20
年

勤
務⇨

ボ
デ
ィ
ー
株
式
会
社 
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取
締
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皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
川
越
法
友
会

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

🙇 

 

 



「
Ｃ
Ｍ
の
中
の
川
越
」 

私
た
ち
は
日
々
暮
ら
す
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
に
付
随
し
て

お
り
ま
す
Ｃ
Ｍ
は
、
大
変
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
ぜ
な
ら
、
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
に
と

っ
て
Ｃ
Ｍ
は
、
貴
重
な
収
入
源
で
す
。

特
に
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
は
、
Ｃ
Ｍ
収
入

が
な
い
と
経
営
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

優
れ
た
Ｃ
Ｍ
作
品
は
、
視
聴
者
を
魅

了
し
、
番
組
本
編
よ
り
も
魅
入
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

多
分
何
げ
な
し
に
Ｃ
Ｍ
を
ご
覧
に
な

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
タ
イ
ム
と
し
て
Ｃ

Ｍ
の
時
間
を
利
用
さ
れ
た
り
、
録
画

し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
す
る
際
に
、

Ｃ
Ｍ
を
飛
ば
し
て
い
た
り
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

最
近
、
と
あ
る
Ｃ
Ｍ
を
目
に
し
た

時
に
、
川
越
の
街
中
が
背
景
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
」
と
「
サ
ン
ト
リ
ー
ボ
ス
」
で
す
。 

ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
の
Ｃ
Ｍ
で
は
、
連

聲
寺
の
境
内
に
あ
る
お
団
子
屋
さ
ん

の
前
で
、
中
尾
明
慶
さ
ん
と
犬
、
猿
、

キ
ジ
が
演
じ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ン
ト
リ
ー
ボ
ス
の
Ｃ
Ｍ
で
は
、
大
正

浪
漫
夢
通
り
で
役
所
広
司
さ
ん
と

平
手
友
梨
奈
さ
ん
が
Ｓ
Ｆ
の
世
界
を

表
現
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
グ
ー
ク
ル

等
で
「
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
Ｃ
Ｍ
団
子
篇
」

「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
平
手
友
梨
奈
」
で
そ

れ
ぞ
れ
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。 

な
お
、
本
稿
提
出
に
先
立
ち
関

係
各
社
に
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
内
容
に
は
確
信
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
著
作
権
の
関
係
で
Ｃ
Ｍ
の

画
像
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

(

70
経
済 

岩
田
信
行) 

 

オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う
会 

令
和
７
年
１
月

２６
日
（
日
）
、
「
グ

ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
東
京 

台
場
」
で
、
法

政
大
学
校
友
会
の
三
大
行
事
の
一
つ

で
あ
る
「
オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

千
人
規
模
の
大
宴
会
で
、
応
援

団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
た
り
、
貴

重
な
講
演
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

そ
し
て
何
よ
り
校
友
の
貴
重
な
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
級
生
と

ば
っ
た
り
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
参

加
希
望
の
方
は
、
校
友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

オ
レ
ン
ジ
の
集
い 

12
月

14
日
（
土
）
、
越
谷
サ
ン
シ

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
法
政
大
学
応
援

団
の
「
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
」
に
、
埼
玉
県

校
友
会
の
高
田
会
長
、
石
田
事
務

局
長
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
構
成
で
、
第
１

部
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ
、
第
２
部
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
、
第
３
部
リ

ー
ダ
ー
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、
迫

力
満
点
の
演
奏
・
演
舞
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
83
法 

藤
田
明
義
） 

 

 

 

 



パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
法
政
大
学
関

係
者
競
技
結
果 

７
～
８
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を

も
ら
い
ま
し
た
。 

中
で
も
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子
フ
ル

ー
レ
団
体
の
敷
根
選
手
の
金
メ
ダ
ル

は
見
事
で
し
た
。 

法
政
大
学
関
係
者
の
競
技
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

〇
青
木
涼
真 

男
子
３
０
０
０
ｍ

障
害
物 

生
命
科
学
部 

２
０
１
９

年
度
卒 

〇
三
井
愛
梨 

女
子
２
０
０
ｍ
バ

タ
フ
ラ
イ
11
位 

国
際
文
化
学
部
在

学 

〇
藤
野
あ
お
ば 

サ
ッ
カ
ー
女
子 

 

５
位 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
在
学 

〇
宮
澤
ひ
な
た 

サ
ッ
カ
ー
女
子 

５
位 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
２
０

２
１
年
度
卒 

〇
尾
崎
世
梨 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子

サ
ー
ブ
ル
団
体 

銅 

法
学
部
在
学 

〇
見
延
和
靖 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子

エ
ペ
団
体 

銀 

法
学
部
２
０
１
０

年
度
卒 

〇
吉
田
健
人 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子

サ
ー
ブ
ル
個
人 

23

位 

法
学
部 

２
０
１
４
年
度
卒 

〇
福
島
史
帆
実 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女

子
サ
ー
ブ
ル
団
体 

銅 

法
学
部 

２
０
１
７
年
度
卒 

 

〇
敷
根
崇
裕 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子

フ
ル
ー
レ
団
体 

金 

法
学
部 

２
０
２
０
年
度
卒 

〇
高
嶋
理
紗 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子

サ
ー
ブ
ル
団
体 

銅 

国
際
文
化
学

部 

２
０
２
０
年
度
卒 

〇
中
村
知
春 

女
子
７
人
制
ラ

グ
ビ
ー
９
位 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

部 

２
０
１
０
年
度
卒 

〇
高
橋
侑
子 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
女

子 

40
位 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

２
０
１
４
年
度
卒 

＊
出
所
：
法
政
大
学
体
育
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト 
（
一
部
抜
粋
） 

 
 

 
 

川
越
法
友
会
30
周
年 

川
越
法
友
会
は
、
令
和
７
年
度

に
、
創
設
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

そ
こ
で
、
会
員
各
位
は
も
と
よ
り
、

法
政
大
学
お
よ
び
法
政
大
学
校
友

会
関
係
の
皆
さ
ま
や
、
交
流
の
あ
る

六
大
学
の
各
同
窓
会
に
所
属
す
る

皆
さ
ま
方
を
お
招
き
し
、
に
ぎ
や
か

に
記
念
式
典
お
よ
び
懇
親
会
を
開

催
し
た
い
と
考
え
、
計
画
を
練
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

令
和
８
年
２
月
開
催
を
目
途
に

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
日

程
・
会
場
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
あ

ら
た
め
て
ご
連
絡
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
楽
し
く
、
そ
し
て
元
気
に
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

川

越
ま
つ
り
が
終
わ
り
、
反

省

会
・
慰
労
会
と
名
の
付
く
も
の
が
７

回
あ
り
、
な
か
な
か
会
報
に
手
が
つ

か
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
忘

年
会
の
日
程
も
立
て
込
ん
で
、
内
心
、

新
年
号
で
発
行
か
？
と
気
持
ち
が

せ
い
て
い
た
先
週
末
、
と
あ
る
結
婚

披
露
宴
に
出
席
し
ま
し
た
。 

新
郎
は
法
政
大
学
野
球
部
Ｏ
Ｂ
、

新
婦
（
藤
田
の
姪
）
は
明
治
大
学
応

援
団
（
チ
ア
）
出
身
で
、
余
興
は
も
ち

ろ
ん
、
応
援
団
・
チ
ア
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
Ｙ
学
園
、
明
治
大
学
、
Ｎ
Ｘ
の
３

部
構
成
で
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
法
明
戦
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
法
政
が
流
れ

ま
し
た
。
な
ぜ
か
オ
レ
ン
ジ
の
タ
オ
ル

を
持
っ
て
い
た
私
は
、
元
気
よ
く
振
っ

て
、
気
分
は
上
々
で
す
。
し
か
し
、
新

婦
側
の
席
だ
っ
た
の
で
、
周
り
は
紫
ば

か
り
で
す
。
新
郎
側
に
も
、
オ
レ
ン
ジ

の
タ
オ
ル
を
振
っ
て
い
る
お
調
子
者
は

誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
や
っ
て
し
ま
っ

た
感
が
少
し
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

新
郎
は
こ
ち
ら
を
見
て
、
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。 

会
場
で
、
青
木
元
野
球
部
監
督

に
お
会
い
し
、
大
先
輩
で
す
ね
と
声

を
か
け
ら
れ
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
年

齢
を
自
覚
し
ま
し
た
。
（
ふ
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